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1 . は じめ に
小 ･ 中学校で は新学習指導要領が平成10年12月 に告示
され, 平成14年4月 1 日か ら施行され て い る｡ 高等学校
で は平成11年3月告示, 平成15年4月1 日施行の は こ び
で ある｡ 家庭科に お い て も こ の新学習指導要領を受けて ,
｢子どもの主体的な学び｣ を目標とした新しい視点に立 っ
た カ リ キ ュ ラ ム の研究が多くなされ て い る1)2)｡ 本研究
も日本家庭科教育学会北陸地区カリ キ ュ ラ ム 研究会で進
め て きた研究3 )4) の 一 環 と し て , 小, 中, 高 の 一 貫 し
た家庭科カ リキ ュ ラ ム を研究する中で試み た中学校に お
ける授業実践とそ の評価に つ い て 検討するも の で あ る｡
本研究で は, まず小, 中, 高の 家庭科の新学習指導要領
を分析し, そ れ に基 づ い て , カ リ キ ュ ラ ム 構想をた て ,
生徒 の生活実態を把握 しなが ら, まず住生活領域と家庭
経営領域を融合させ る形で 児童 ･ 生徒 の主体的学びの 道
筋を効果的に展開して い く方法および授業実践に -3 い て
検討した｡ 最終的な目標は小, 中, 高 に おける家庭科の
授業を通して , 児童 ･ 生徒 に身 に つ けさせた い学習課題
を設定し, そ れ らの 学習課題を達成して い くため の 効果
的なカ リ キ ュ ラ ム 構成お よ び授業内容 ･ 方法を提案する
こと で ある｡ 本報告で は中学校に おける カ リキ ュ ラ ム 構
悲, 授業実践 , 授業評価等の詳細を述 べ る ｡
2 . 研 究方法
まず小 , 中, 高 の家庭科の新学習指導要領を参考に ,
家庭科に お け る住生活と生活経営領域の学習課題を整理
し, 学習を通 し て児童 ･ 生徒 に つ け させ た い 力と , 領域
ごと の 学習内容を, 小学校 , 中学校, 高等学校の各学校
段階に つ い て 一 覧表 に表す作業を行 っ た (表1)o こ の
表を もと に , ｢住生活領域｣ と ｢生活経営領域｣ を関連
させ た具体的な授業案を作成し, 平成13年9月から平成
14年2月に か けて 授業実践を行 っ た｡
(1) 学習課題
家庭科の学習課題とし て は, 表1 の横軸に示すよう に ,
｢1. 生活を自立的に営む｣｢2 . 生活 に主体的に 関わる｣
｢3 . 平等な関係を築きともに生き る｣｢4. 生活を楽し
み , 味 わ い , 創る｣ の 4 つ の柱を立て , 各柱 (課題) ど
と に児童 ･ 生徒に学習で つ けた い力 (教育視点)とし て ,
｢健康で 文化的な生活を営む力｣｢ より よ い生活を っ く り
改善する力｣ ｢とも に生きる力｣｢生活文化 へ の 理解 ･ 実
践力｣ を挙 げた｡
(2) 学習領域
学習領域 は大きく I ｢個人及び家族の発達と福祉｣ と
Ⅱ ｢生活資源と暮らし の営み｣ の 2領域に 分け, そ れ ぞ
れ の 領域の 中を, Ⅰ - ① ｢個人･ 家族 の 生活｣, Ⅰ- ②
｢高齢者の生活と福祉 ･ 地域｣, Ⅰ- ③命と生活, Ⅱ- ①
* 氷見市立明和小学校 (元富山大学教育学部附属中学校)
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｢食生活｣, Ⅱ-② ｢住生活｣, Ⅱ- ③｢衣生活｣, Ⅱ-
④ ｢生活の 経営｣ とい う よう に分類した｡
(3) 生徒に つ けた い 力
い ずれ の 学習課題と学習領域の 組み合わせ にお い て も
全体の 授業の流れ の 中で 表2 に示す よう に , 生徒の 学習
の深まりが, ｢基本的な知識 ･ 技術の 習得｣ から ｢ひ と ･
も の ･ こ と を取 り巻く 問題や課題を認識する｣ そ し て
｢問題に 主体的に取り組む実践力｣ が身に付く よう に展
開する こ と (横軸)と , 身近な ｢日常生活｣ か ら ｢地域
社会｣ (縦軸) へ と視点が拡大したり , 反対 に グ ロ ー バ
ル な課題か ら児童 ･ 生徒 の身近な課題 へ と引きよせ られ
るよう に配慮 した ｡
(4) 授業評価
授業が子 ども達に及ぼした影響と, 教師が授業の 目標
に ど こま で近づ けたか に つ い て把握するため に , 教師と
生徒の両者が授業毎と , 単元 の終わり に評価で きる方法
を検討し, 表3 に示す授業評価を行 っ た｡
本報告で は, 中学校で実践した10時間の授業を通 して
得られ た結果 に つ い て 述 べ る｡
表1 家庭科の学習課題 ･ 領域と学習内容 (家庭科教育学会北陸地区会カリキ ュ ラ ム 研究会でさらに検討中)
住生活領域と生活経営領域の 学習内容の例 (小､ 中､ 高校段階別)
学習課題 生活を自立的
生活 に主体的 に 関わ る 平等
な関係 を築き と も に 生 生活 を楽 しみ ,
つ け た い 力
(教育視点)
学習領域
に営む き る 味わ い , 創 る
健康 で 文化的
■な生活を営 む
力
より.よ い 生活を創り ､ 改善す る力
(環境) ( 消費) (省資源) (そ の 他)
とも に 生 き る力
(ジ ェ ン ダ ー ) (福祉)
(人権) (そ の 他)
生活文化 へ の
理解 . 実践力
個
人
及
び
家
族
の
発
逮
と
福
祉
個人 . 家族 の 生活
高齢者 の 生活 .
福祉 . 地域
命 と生活
坐
食生活
住生症 住居の 機能 住環境 の 整備
住まい と団 らん
色 々 な 住ま い
･ 安 全 自然 と調和 した 住 ま い 気候 . 風土 と
二選壁 (逐垂｣ 撃坦, 明る さ, 磨か さ, 通園) 壁量史
宿
餐
･ 擬生 ㈲ 住空間 の 計画 家事 と住ま い 住 ま い め歴史
･ 彪率(整理 . イ ン テ リ ア 計 画 社会的支援 ラ イ フ ス タ イ ル
整頓) (家族に配慮 した 室内環境の 工 夫) バ リ ア フ リ ー と住 ま い
蘇
と
暮
l
つ
し
の
営
み
･ 快適性 住居 の 維持管 理
住宅事情 . 住宅問題
ま ちづ く り
地域社会と の 関わ り 土星三蔓七重1
園芸, ガ - デ ニ
ン グ
すまい に 役立 つ
新任
衣生活
生活 の 経営
-
-
-
.
=
=
=
自分や 家族 の
生活時間 の 見
直 し
生活時間の 有効 な使 い 方
テ レ ビ . ゲ ー ム
習い 事 . 塾
家族 との 団 らん
勉強
睡眠､ 食事
家族 に 協力
斜体太字 小学校か ら
ア ン ダ ー ラ イ ン 中学校か ら
標準文字 高校 で
空白欄 の 内容 は省略
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表2 中学校における授業実践 ｢家族と家庭生活｣ か ら ｢快適な住まい方｣ へ の授業展開例
知識 ･ 技術 を身 に付 け ひ と ･ も の ･ こ と を 取り 巻く 問題 に主体的 に 取 り組 む
理 解 を深 め る 問題 や課題 を認識す る 実践力
家族 や周 り の 人々 に見守 られ 成長 して きた こ
と が わ か っ た 今, 自分 は ど う あれ ば い い の だ
ろ う ?
家族, 家庭 と は何 な の だ ろ う ?
日
常
の
く
ら
し
シ ェ ル タ ー
休養, 安 ら ぎ
扶養, 介護
家事作業
住 ま い の 機能 か ら家庭 の
機能 を知 る
l
自分は家族 の 一 員 と し て ど う あ れ ば い
い の だ ろ う ?
･ 生活 時間の 見直 し, 工 夫, 思 い や り,
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 取 り方, 共有
時間の 生 み 出 し方 等
･ 自立起床
･ 食生活 の 見直 し 等
j家族 の 一 員で あ る こ とを 再確認す る…
≡自立 し た規則的な生活が昼間の 生活…
童充実感 に 影響する こ と を 理 解す る
家族 は, ど ん な住 ま い 方を ね が っ て い る の だ ろ
う か ? (家族の 気持 ち 理 解)
○家族 に と っ て - 快 適な 空間例
･ 親 - - - - - - ･ 話が はずむ 空間
･ 祖父母 - - I - 静か で , 安全 な空間
･ き ょ う だ い - - 人 に なれ る空間
楽 し い 空間
･ 自分 - - - - は っ とす る空間 等
生活空間の 工 夫 (例)
室内の 空気調節 (温度､ 湿度､ 換気)
室内の 整備 ( 採光, 照明, 騒音, イ ン テ リ ア , 手入れ)
室内の 安全 (バ リ ア フ リ ー , 整備) 等
…家族 そ れ ぞ れ の 立場 で 生活空間を見直 し, 工 夫!
≡ の 必要性を理解す る
… 生活空間の 工 夫が で きる
地域 にも目を向 け, より よ い 暮 ら しを地域 ぐ るみ で
つ く る に は どう し た ら い い の だ ろ う ?
環境 へ の 提言
… 地域の 申 で 自分 た ち に で き る こ とを 見 っ け る こ とが ≡
…で き る
l lは課題､E:::::二::::3は つ け た い 力, 〔 〕 は前時 (｢家族 と家庭生活｣ 学習)か ら の 流れ よ り
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表3 授業評価の ため の観察 ･ 記録 ･ ア ン ケ ー ト
_5_ 二.重畳 _ .舟オ オ 佳 #R) 哀 脚 穿 ･ 甜
･ ア ンケ - I
学i鮭名 J
G 美音名:
j受業年月日 年 月 . 日 ( )
午 . 級 . 氏名 年 組 ､ 氏名 ( )
今日の テ ー マ は
どんな こ とで した
か
授 業はわ かりやす 1 . わか りやすか つ た
か つ たで すか 2 . まあまあわか りやすか つ た
3 , 少 しむずか しか つ た
4 . とて もむずか しか つ た
授業中に使つ た教 1 . あ る ( 具体的 に: )
材で 良かつ たと思
うもの
2 . とくにな し
あなたは発言を し 1.ク ラス で 発言 した
ま したか 偶 言 の チ ヤ 2 . グル ー プ 内で発言 した
ン ス カ呈あ つ た 授 業 時 で) 3 , 考 えは持 つ て い たが ､ 発言 は しなかつ た
4 . 発言 しなかつ た
あなたは授業で 積 1 . 積極的 に行動 した
極的に行動 したと 2 . まあまあ行動 で きた
思い ますか (活 動の あ 3 . あまり行動 で きなか つ た
る授 受 の 時 の み) 4 , ほ とんど行動 しなかつ た
自分にと つ て どん 今 日 の授業 で
な ことが最 も印象 ( ) が
に残り ましたか 一 番印象 に残 つ た
自分の 生活 で
今後や つ てみ よう
と思 つ たこ とがあ
れ ば書 い てく ださ
しヽ
その他 ､ 感想 な ど
なん でも書い てく
ださい
#_二望#_ _ .D D D 単 元
･ 柴野 . 学卒揮 7 硬骨
佳 鹿骨) 哀感 牌 . 虚厨 . ア ンク ー F 学産多
度 抑 I
年 月 日 年 月 日 ( )
午 . 級 . 氏名 年 組 ､ 氏名 ( )
こ れまで に学んだ
テ ー マ で 思 い 出せ
るもの は
全 体的に ､ 授 業は 1 , わかりやすか つ た
わかりやす か つ た 2 . まあまあわか りやすかつ た
です か 3 . 少 しむずか しか.
つ た
4 , とて もむずか しか つ た
授業 中に使 つ た教 1 . ある ( 具体的に: )
材 で最 も良かつ た
と思 うもの
2 , とくにな し
あな たは発 言を し 1 . クラス で発 言 した
ましたか 2 . グル ー プ内で 発言 した
3 . 考 えは持 つ てい たが ､ 発言は しなか つ た
4 . 発言 しなか つ た
あなたはー 受業 で横 1 . 積極的 に行動 で きた
極的 に行動 した と 2 . まあまあ行動 で きた
思 い ますか 3 . あまり行動 で きなか つ た
4 . ほと んど行動 しなかつ た
家庭科で 学 んギこ これ まで の授業 で
とで ､ あな たはど 1 . ( )
んな ことが印象 に 2 . ( )
残 つ て い ますか ､ 3 . ( )
い く つ で も書い て 4 . ( )
くだ さい 5 . (, )
6 . -( )
などが印象 に残 つ た
自分の 生活 で
今後 も続 けてや つ
て い こ うと思 つ た
ことが あれ ば書 い
て く ださい
姦 ･ 裁野 ◆◆◆ ㈲ ) 棚 番 ･ 銀 . アン ケ - i
苧G 名/
度 鼻者名 /
授業年月日 年 月 日 ( )
午 . 級 . 男女人数 年 組 ､ 男子 人 ､ 女子 人
7~ー マ
ね らい . 目標
敬
節
自
己
秤
価
評価 良い ま あ
まあ
も う
ち よ
つ と
悪い 具体的に
テ ー マ設 定
授 業準備
教材
3受業内容
生 徒 の 興
咲 . 関心
生 徒 の 理 解
痩
生徒の 変容
総合的 に
自由記 述
腰 ･ 鹿野
■
■■■ 一単元 . 柴野 . 学卒揮 朔
(# 4 &b )jE産# # 嘉 島穿 ･ 甜 ･ アン ケ - i･ 学好多
度業者名 I
IEZ W 年 月 日 ( )
午 . 級 . 男女人数 年 組 ､ 男子 人 ､ 女子 人
取り上げたテ ー マ
生徒に つ けたか つ
た力
敬
節
自
己
秤
価
評価 良い ま あ
まあ
も う
ち よ
つ と
悪 い 具体 的に
各 テ ー マ の
設定
授業準備
教材
全体的な
授業内容
生 徒 の 興
咲 . 関心
生 徒 の 理 解
度
生徒の 変容
問 題 点 も含
めて
総合的に
自由記 述
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3 . 授業実践の結果および考察
(1) 学習過程の概要
①1/10時 ｢家族 ･ 家庭 の機能｣ か らその 生活を支える ｢住居の機能｣ へ
本時の 目標
･ 家族, 家庭 の機能を知る ○
･ 生活時間を見直し, 改善策を考える○
学 習 活 動 教 材 . 教 具 等 備 考
○ 家族, 家庭 の機能を, 自分なり ･ 世界 の住居写真
･ 生体 に対する光の影響資料
･ 住居形態に 違い はあ つ て も, 共通
に考え る こ とを通し て , 知 るo
○ 家族の 一 員 とし て , 自分 の生活
時間を見直し, 改善策を考えるo
･ 生活時間の見直し
･ 自立起床
･ 食習慣 等
点がある こと に気づく よ う に した○
②2/10時 ｢快適な生活空間の 工夫一室内の空気調節- ｣
本時の 目標
･ 家族 に と つ て の快適な生活空間を知る○
･ 家族全員が快適に感 じる温度や湿度を知るo
学 習 活 動 教 材 . 教 具 等 備 考
○ 家族は, ど ん な住ま い方を願 つ
て いる のか を考えるo
○ 家族全員が快適に感じる温度や ･ 年齢 の違 い に よる快適温度グラ フ ･ グ ラ フ.か ら読み取れる ことを出し
湿度を知る (N H K｢生活は つ と モ ー ニ ン グ｣ 合つ たo
より抜粋) ･ 快適湿度を考えるため に必要な基
礎知識を問う クイ ズを行い , 理解
度が高まるよう に した o
③3/10時 ｢快適な生活空間の 工夫一室内の空気調節 ､ 室内の 整備- ｣
本時の目標
･ 換気の 必要性と効果的な方法を知る ○
･ 照明の 効果を知 る○
学 習. 活 動 教 材
. 教 具 等 備 考
○ 教室の 空気の 汚れ具合を測り, ･ ガ ス 検知器
･` 自分なり に ど の窓を開けると効果効率の よ い 換気の 仕方を知るo ･ 部屋 の 模型, ド ラ イ ヤ ー
○ 教室の 照度を測り , 目的 に応じ ･ 照度計
･ 蛍光灯と白熱灯の効果の違い 写真
的か を予想して から, 実験 に 臨ま
た適切な照度を知る○ せ た○ ※ 1
･ 勉強する場合 ･ 教室内の各生徒の机上で照度を測
･ く つ ろ ぐ場合 等
○ 照明器具の違い に よ る効果を知
る o
定したo
※ 1換気実験
天井と壁が全て 透明の 部屋模型
___
∴_ ≡
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ド ラ貨ニヱ準風
< +
1のみ開放
V S
l と 2 を開放
V S
l と3 を開放
④4/10時 ｢ 快適な生活空間の工夫一室内の整備 - ｣
本時の 目酎 . 騒音に つ い て 知り, 対策を考える ことが でき るo
学 習 活 動 教 材 . 教 具 等 備 考
○ 騒音の実態を知る o
･ 騒音計, 0 ⅢC
･ 実験 (騒音計, タイ マ ー , タ オ ル ,
･ ｢騒音 ワ ー ス ト Ⅴ｣ を考えさ せ ,
･ 自分が騒音だと思う音 集合住宅に お ける ア ン ケ ー ト 結果
･ 集合住宅の場合の 例 を紹介したo
･ 教室環境 等 ･ だ ま つ た ま まT V画面に 騒音計をr
○ 騒音の種類を知り , 対策を考え 映し, 教室内の学習時の 実態に 気
るo づ か せ たo
･ 実験 で ･ 過去の 事件例や 一 人暮ら しを始め
- 空気音, 固体音の 場合 O H C) ※ 2 た学生の失敗談を話 したo
･ ワ ー ク シ ー ト で
- ｢ どうする?集合住宅の ト
ラ ブ ル｣ ※3
･ ワ ー ク シ ー ト
※ 2騒音実験 (視覚と聴覚で 確認)
O H CでT V画面に映す O H CでT V画面に映す O H CでT V画面 に映す
= ∴ ≡主≒≡
※3 ｢家庭科 ワ ー ク ブ ッ ク｣ 牧野カ ツ 子編著より
⑤5/10時 ｢快適な生活空間の 工夫一室内の 整備-｣
本時の 目標 ト イ ン テ リ ア の 工夫が で きる○
学 習 活 動 教 材 . 教 具 等 備 考
○ 前時まで の 学習を生か し て , 自
分の部屋を見直し, 改善策を考え
るo
･ 明るさ , 換気, 騒音等の対策
･ 心和む色合い
･ 勉強で きる環境 等
○ 色の違い に よる雰囲気の違い を
･ ワ ー ク シ ー ト , 色鉛筆
･ ｢色 の辞典｣, 0ⅢC ･ 1 つ の例として ｢色｣ を取り上げ,
知 る○ 同じ部屋で も色の 違い に よ る雰囲
･ 雰囲気 の違 い 気 の違 い に気付く よう に , ク イ ズ
･ 目的に応じた色の 使い方 等 形式を用い た○
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⑥6/10時 ｢快適な生活空間の 工夫一室内の整備-｣
本時の目標 ･ 室内の手入れ の 必要性を知り､ 効果的な掃除の仕方を理解する o
学 習 活 動 教 材 . 教 具 等 備 考
○ 快適に住まうため に , 掃除の 必
･ V T R｢ゴ ミ の世界｣
導入段階で , ダ ニ の 大きさ をク イ ズ
要性を知る○ に して ｢見え て い な い - きれ い で あ
･ ごみ の実態 る｣ と思い込みがち で あ る ことを確
･ ダ ニ の 快適環境 等
○ 効果的な掃除の仕方を理解する○
諾した○
⑦7, 8/10時 ｢快適な生活空間の 工夫- 室内の安全-｣
本時の 目標
･ 家庭内事故の 実態を知る o
･ 室内の安全の ため の 工夫を考え る ことが で きる o
学 習 活 動 教 材 . 教 具 等 備 考
○ 家庭内事故の実態を知るo
･ 家庭内の不慮の事故死の グ ラ フ
･ 導入段階で , 家庭内は自分以外の
･ 多 い家庭内事故 家族に と つ て も安全な の か を考え
･ イ ン ス タ ン ト シ ニ ア体験
○ 危険簡所の 改善方法を考えるo
･ 工 夫して あ る友達の家の例より
･ 自分 の 考え より
･ 教師の紹介よ り
･ イ ン ス タ ン ト シ ニ ア 体験グ ッ ズ
･ 危険防止グ ッ ズ
て か ら, グ ラ フ で確かめ るよう に
したo
･ 家庭内の危険を体験 し, そ れ をど
う改善 した ら い い の かを探る目的
で シ ニ ア 体験を位置づ けた o
･ 家 の改修工事を しなく て も , 物心
くさび , 蛍光 テ ー プ, 両面 の工夫次第で , 簡単 に 改善で
セ ン サ ー ラ イ ト, タ ッ チ ラ イ ト,
滑り止め マ ッ ト 等
きる こと に気付く よう に した ○
⑧9/10時 ｢地域の 環境一環境 へ の提言-｣
本時の 目標 卜 地域環境の是非を問い , 自分 に で きる ことを探る○
学 習 活 動 教 材 . 教 具 等 備 考
○ 誰もが快適に住まうたあに , 地
･ V T R｢こ こ が へ ン だ よ日本人｣
･ 生徒 の ア イ デ ィ ア
･ 元気 で健康な生徒たち に , 自分 の
域 の環境は適切で あるかを考える○ 考え の甘さ, 残さを気付かせるき つ
･ 不便なと こ ろ
･ よ い と思われ ると ころ
○ お年寄りや身体に 障害を持 つ 人
に と つ て住みやす い の かを考える○
か け づ くり に した○
･ 生 の 声を聞く こと に よ つ て , よ り
工夫箇所の是非 よい 環境を目指して , 自分 に で き
○ 誰もが快適に住まうため の ア イ
デ イ ア を考え, 発表する○
･ 各自が案を持ち寄り , 班 で考え,
発表
･ 発表を聞い て意見交換
る こ とを考えるよう に した○
⑨10/10時 ｢ より よ い環境を目指して｣
本時の目標 ･ 富山市の 現状と今後の取り組みを知り , 自分 に で きる ことを考え る○
学 習 活 動 教 材 . 教 具 等 備 考
○ 富山市の職員の方か らお話を聞
･ 資料 ｢富山市総合計画新世紀プ ラ
･ 地域環境の現状と , 今後 の取り組
く ○ み を知るた め に , 専門家の話を聞
･ 現状と今後の取り組み ン｣ い た○
･ 自分たちが考えた アイ デ ィ ア に ･ 前回の生徒の アイ デ ィ ア
･ 資料 ｢Q& A｣
･ も つ と地域社会に 目を向け, 自分
つ い て の コ メ ン ト
○■ 質疑応答o
の で きる ことか ら進ん で実行し て
い く大切さを実感するよう にした○
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(2) 授業評価
本領域に お ける 1時間目か ら10時間目の 授業 に おける
1 クラ ス 40名の 生徒の授業評価や感想か ら学習内容, 教
材, 教具 の 効果に つ い て検討する ｡
(彰 授業の わかりやすさ ( 図1)
1時間目は教育実習生が担当し, 2時間目以降は専任
教師が行 っ た もの で ある｡ 1時間目はわか りやすさ の評
価がや や ひ く い も の の , 2時間目以 降は , 毎時間は ぼ
｢ わか りやすかっ た｣ と い う4段階に近 い数値を示して
お り, 生徒か らみ て もわかりやすい 授業で あ っ た と評価
され て い る｡ 授業技法等が授業の わか りやすさ に反映す
るこ とが, 同時 に行 っ た ア ン ケ ー ト 感想欄か らも読みと
れ た (後述, 表5)0
② 発言の 有無 (図1)
1 - 5時間目の 結果は, 教師側が ｢発言｣ の定義を明
示して い なか っ た ため, 生徒がそれぞれ に個 々人 の 尺度
で答え, 発言して い た生徒が ｢ あまり発言しなか っ た｣
と い うよう に , 教師 の観察評価より過小評価に な っ て い
た｡ 中で も, 3時間目と5時間目は, 教師からみ て , グ
ル ー プ 内で の 発言が なされ て い た に もかか わらず, 教室
全体で の 発言は ｢ あまり発言を しなか っ た｣ と評価する
生徒が多く, 約2割の生徒 はこ の 質問自体に 回答を して
い なか っ た ｡
10時間目の 学習活動は , 外部講師に よる話と質疑応答
等で あ っ た が , 1時間設定と短か っ た ため, 十分 に発言
をする時間が足りなか っ た ｡ 内容 の多さから見て も, 2
時間続きの時間設定をす べ き であ っ た と い う反省点があ っ
た｡
全体的に , 毎時間, 1時間で 本時の目標を達成するた
めとは い え , 発言 の機会が十分に取れ て い たと は言い が
た い ｡ い か に 生徒の意見, 考えを多く引き出すかが , 今
後 の 引き継 ぎ課題で ある｡
(勤 行動の積極性 (図1)
1 - 5時間目の 結果は発言と同様に , 教師側が ｢積極
的行動｣ の定義を明示して い なか っ た ため , 生徒 の自己
評価は, 教師の観察評価より過小評価に な っ て い たo 6
時間目以降は 4段階に近い数値を示 して おり , 生徒たち
は自信を持 っ て , 積極的に授業に取り組ん で い たと評価
で きた よう で ある｡ 教師か ら見て い て も , 毎時間, 生徒
たちが食い入る よ うな目で 臨ん で い た姿が印象的で あ っ
た｡
④ よか っ た教材 ( 図2)
はぼ毎時間6割以上の生徒が ｢ある｣ と答え て い る｡
全体を通し て み てみ ると, 特に生徒たちは ｢実験, 体験｣
｢ グラ フ , 図, 絵等｣ ｢V T R ｣の よう に , 体験的, 視覚
的なもの に , 高 い評価を して い る｡
4時間目の ｢ワ ー ク シ ー ト｣5) (学習過程の 4時限日
参照) が約30 % と高い評価を得て い るが, 他 の 時間で活
用した教師自作の ｢ワ ー ク シ ー ト｣ は そ れ に は及ばなか っ
た｡ ｢実験｣ と組み合わせ た場合で も, 今回選択した ワ ー
ク シ ー ト は, 高 い評価を得て いる ことか ら, 既製 の教材
か ら, 教師が有効なも の を見極めて 使用する ことも重要
で あ ると改め て認識 した｡
｢グ ラ フ , 図, 絵等｣ は ｢ワ ー ク シ ー ト｣ と の 組み合
わ せ で は高 い評価を得て い る が , ｢実験｣ との 組み合わ
せ で はせ っ か く の ｢グ ラ フ , 図, 絵等｣ も印象が薄れる
の か , 低 い評価に な っ て い る｡ こ の こ とから , ｢ 実験｣
｢ グラ フ , 図, 絵等｣ ｢ワ ー ク シ ー ト｣ の 順 に , よか っ た
と答え る傾向が認め られる ｡
｢ V T R｣ で は, 6時間目の , 今 ま で知らなか っ た り,
目 に見え なか っ た ダ ニ の 実態を知らされ た ことが , 印象
的で あ っ た と思 われ る｡ 9時間目の T V番組か ら録画
抜粋した もの に つ い て は, 評価があまり高く なく , Y TR
の 選択, 編集も重要な教材作成と なると考えられる｡ つ
ま り , 授業 に お い て は必ずしも生徒に 人気の あ る T V
番組が有効とは限らず, 内容 に応じた説得力の ある教材
が期待される ことがわか っ た｡
⑤ 最も印象に残 っ た こ と (図3)
上述の ｢教材｣ との 関連はかなり あるもの の , ｢知識
等｣ が毎時間圧倒的に高い数値を示して い る｡ 今ま で気
付か なか っ た こ と へ の 驚き, 考 え て い なか っ た こ とを考
えられ た嬉しさ , 知 らなか っ た こ とを知 っ た驚きと喜び
等は, 自分自身の 高ま りを感じる ことが で きる喜びとし
て実感し て い ると言え る｡
狭い で ｢実験, 体験｣｢V TRJ｢ グラ フ , 図, 絵等｣,
の 体を動か したり, 視覚 に弔えたりするも の は印象に残 っ
て い る｡ とく に 3 , 4時間目の空気汚染や騒音の示範実
験で も, 提示 の仕方 , 実験 の仕方でか なり の効果を上げ
るこ とが で きると思われる ｡
｢教師の話｣ も印象に残 っ て い るよう で , 4時間目は,
実際に あ っ た事件や教師の体験談を話しただ けな の だが ,
質問を投げか けながら話を して い くと い う話の展開の仕
方も功を奏した の かも しれな い ｡ 10時間目は外部講師の
専門家に よる話で あるが , こ れも知らなか っ た こ とを知
る喜びとと も に明らか に効果が認め られた ｡
｢ク イ ズ｣ も好評で あ っ た｡ た だ生徒 に質問を投 げか
けるだ けで はなく , ク イ ズ形式 に して 4択問題等にする
と, 全員の 興味を引き, な んとか正解 した いと いう意欲
を持 っ て参加しやすくなる の で , 授業展開の マ ン ネ リ化
を避ける工夫や技法は大切で あると実感で きた ｡
9時間目で 数値の 高い ｢ グラ フ , 図, 絵等｣ は, 生徒
達自身が考えた アイ デ ィ ア を図や絵に表したもの で あり,
後の ア ン ケ ー ト感想欄からも, 生徒達の意見や考えを シ ェ
ア リ ン グする こと の お もしろさ, 重要性を生徒自身が感
じ取 っ て い る こ とが伺えた｡
｢教材で よか っ た もの はあ るか｣ と ｢最も印象に 残 っ
た こ と｣ は関連が深く , 教材 の選択や開発が , 生徒 に多
様な力を確実に つ けて い く ため に は重要で あ ると , 教師
も実感で きた ｡
- 16-
家庭科に お ける教育課題と学習を通して 生徒に つ けた い 力
(3) 授業後の生徒の意識変化
① 今後や っ て み よ うと思 っ た こ と (表4, 図 4)
｢な い (無回答を含む)｣と答えた生徒の 数が , 時間を
追う毎に減少して い っ た｡ 自分 の 問題と して 学習し, 莱
践力が つ い たと判断で きる｡ ま た , 生活 に返しやすい 内
容で あ っ た とも捉えられる｡
9時間目は, 地域 の施設等に 関わる バ リ ア フ リ ー に つ
い て の 学習で あ っ た の で , 自分 に は で きる こ とばな い と
捉えた生徒が多か っ た よう で ある｡ 現に , 自分が考え る
ア イ デ ィ ア も机上の空論で終わる の だろうと思 っ て い た
生徒もい るよう で , 次 へ の つ な がりが感じられ にく か っ
た結果で あ ろう｡ た だし, そ の後 の新聞報道記事や市役
所職員の 方の 話か ら, 生徒達の ア イ デ ィ ア に似たも の が
すで に 考え られ たり, 研究中で あるとか , 開発され て試
験運用中で ある ことを知る ことが で きると , 生徒たち に
は驚きと喜びの 表情が ひ ろが っ た｡
- - ド面で の バ リ ア フ リ ー の 印象が強く , 心 の バ リ ア
フ リ ー に 目が向い て い な い生徒もおり , 誰 もがすぐ に で
も で きる ことがある こと に気付かせる手だて がまだ弱か っ
た と反省され , 今後 の課題とな っ た｡
② 毎時間後の 生徒の感想等よ り授業の 流れを振り返る
(表5)
授業内容 にかかわ る意欲の変化を見ると , 徐々 に実践
しようと い う意欲が増して いく様子がわかり , そ れ とと
も に他者 - の 思 いや り の大切さ に も気付き は じめ て い る
こ とが読みとれ る｡
授業の 進め方にか かわる こと で は, 考える こ と の おも
しろさや , 他か ら学ぶ大切さに気付い て き て お り, 主体
的な学習の 深まりが伺える｡
題材終了後の感想で は, 人 と の かかわり合い の大切さ,
常 に よ りよ い暮らしを求め て 考え , 実行して いく こと の
大切さを学びと っ て い る こ とが伺え , 生徒 の感想の流れ
か らみ て も, 10時間の 授業実践の 成果が十分に認められ
る｡
③ シ ニ ア 体験後の 意識の 変化 (図5)
生徒たちは, 今ま で 以上 に お年寄りの立場に立 っ て ,
環境を見直し, も の を考え るよう に な っ た り, 今 ま で 何
気なく見過 ごして い たも の に興味を持 っ て考えを巡ら せ
たり で きるよう に な っ た こ とが伺える｡
④ 体験学習をする前よりも日常生活で良くす る よ う に
な っ た こ と (図6 , 図 7)
図6 に 示すよう に , 生徒達が以前か らよく し て い た こ
と で最も多い の は, ｢地域で 挨拶をする｣ ｢迷惑駐輪な ど
を しな い｣ で26 %, そ の他 ｢家の手伝い｣ ｢相手 の気持
ちを考え る｣ が20% で あ っ た｡ あ まり で き て い なか っ た
こ と ば, 乳幼児や高齢者に 関｣L､を持 っ こ とや , 生活 の 見
直し で , ほ と んどなされ て こ なか っ た と思われる｡
体験学習をし て , 前 より もさ ら に よ くするよう に な っ
た こ とは, ｢地域で挨拶をす る｣｢相手の 気持ちを考える｣
｢家族に感謝｣ が約50 %で , ｢困っ て い る人 の 助け｣｢ 生
宿の 見直し｣｢お年寄りと の 会話｣ は約40%と増加 し,
約75 %の 生徒が, 体験学習の 効果を認めて い る｡
(4) 授業後の生活の 変化 (図8, 図9)
学習後実践した こや , して い る こ とをたずね た｡ 6時
間目の ｢室内の整備｣ まで 進ん だ後, ち ょ う ど冬休み に
なり , 生徒全員が学習後, 何らか の実践を行 っ て い た｡
中で も, 2項目, 3項目と実践して い る生徒もおり, 学
習後の 関心の高さ, 実践力の 高さが伺える｡ こ の こ と で ,
生徒の 発達段階や適時性を考慮に入れた年間計画の重要
性も再確認で きた｡
実践項目は ｢換気｣ と ｢そ う じ｣ が多く , ｢換気｣に
っ い て はわが家だけ で なく , 教室 で も効率よく行う姿が
た びたび見られ た｡ ｢そうじ｣ に つ い て は, 以前より掃
除機をか ける回数が多くな っ た, 念入り に か けるよう に
な っ た と い う回答が非常に 多く , V T R｢ダ ニ の 世界｣
がと て も印象に残 っ た ようだ ｡
｢室内の安全｣｢地域の環境｣ の 学習直後で は, 約 2割
の生徒が , 早速わが家に危険防止の道具等を取り付ける
な どし て , 家族 に配慮 した住ま い方を実践 して おり , 学
習が生活に直結した ことが伺え た｡
心 の バ リ ア フ リ ー を実践 して い る生徒の 具体例を見て
みると , ｢以前より家族との会話が増え た｣｢祖父母と優
しい気持ちで会話で きるよう に な っ た｣ と い う記述や ,
地域 の環境に関心を示すよう に な っ て見方が変わ っ た と
い う記述が多くみ られた｡
3 . まとめ
一 般的 に生活経営領域や住生活領域に つ い て は, 実習
もやり にくく , 今 一 つ 生徒 の興味 ･ 関心を持たせ にく い
領域と思われがち で あ る｡ 家庭科教師も不得手とし て ,
時間を最小限に と どめる こ とも多い の が現状で ある｡ 実
際 こ の領域で は教材も少なか っ たり, ま た, 生徒 の関心 ･
意欲が高め に くく , 十分な学習が実施され にく い こと も
確か で ある｡ しか し, 今回, 教師自身も苦手感を はじめ
とした指導観の 転換を図り , 生徒 に どうし て も っ けた い
力を意識 しなが ら取り組ん だ結果, 大きな手応えが あ っ
た と感 じて い る｡ こ れ ま で の 指導要領の範囲内で 教え る
ことか ら 一 歩踏みだし, 目の 前 に い る生徒の実態や発達
段階を十分 に考慮 して , ｢住生活｣ と ｢生活経営｣ の 領
域の 融合を図りながら, 教材を吟味し, 教師自身が毎時
間生徒の反応を楽しみ に しながら授業実践して いく中で ,
確かな手応え を感じ つ つ , 次の ような ことがわか っ た｡
教材 に つ い て は, 予測通り, V T R等の 視覚的に 動き
の あ るも のが効果的で あ っ た｡ ま た, そ れ は数や時間は
少なく て も効果的で ある こ とが わか っ た ｡
生徒 に実地体験させ る こ ともかなり ､ 心 の耕しや､ 考
えを促すi= め に有効で ある ことも実証され た｡
ワ ー ク シ ー ト は十分に吟味した質の 高い も の がかなり
効果的で あり , 本時 の ねら い を達成するため に , 生徒自
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家庭科 にお ける教育課題と学習を通して 生徒に つ けた い 力
表4 今後や っ てみ ようと思 っ た こ と
1 位 2 位 3 位 そ の他
｢な い｣ 以外
の合計
1時間目
ない
39.5%
早寝早起きをする
36.8 %
家族と の 時間を大切にす
る
ll.8% ll.9 % 60.5 %
2時間目
家族皆が快適に なるよう
温度等を工夫する
49.4 %
な い
28.6 %
換気する
14.3 % 7. % 71.4%
3時間目
効率よ く換気する
54.5 %
な い
27.7 %
目的に応じ て照明器具を
使い分ける
14.3 % 6.5 % 75.3%
4時間目
音の 出る物の下に マ ッ ト 大きな音で近所に迷惑を 夜は ピ ア ノ の昔を小さく
37.8% 91.5%
やじ ゆ う た ん を敷く か けな い よ う に する したり､ 弾く 時間帯を考
26.8 % l8.3 % え直したりする 17.1 %
5時間目
季節や目的に応 じて カ ー
テ ン , 敷物, 小物等の 色
を変える 59.0 %
部屋の模様替えや家具の
配置換えをする
l9.2 %
な い
7.
ー
7 % 14.1% 92.3%
6時間目
そうじをす る そ うじ機をかける そう じと換気する
ll.8% 94.7 %35.3% 30.3 % 22.4%
7,8時間目
危険防止グ ッ ズ を取り入
れ る
63.3%
整理 . 整頓をする
19.0 %
な い
io.1 % 7.6% 89,9%
9時間目
な い
37.5%
お年寄り, 障害者の手助
けをす る
23.6%
道具等を開発する
15.3% 23.6% 62.5 %
10時間目
バ リ ア フ リ ー , ユ ニ バ ー
サ ル デ ザ イ ン を考える
38.7%
お年寄り , 障害者と の交
読 , 手助けをする
20,0%
な い
20.0% 21.3如 80.0 %
(荏) 自由記述に よる上位3項目を示した
｢な い｣ に は無答も含む
表 5 毎時間後の生徒の感想より
<授業内容 に関する こ と >
1時間自 ｢家族 ･ 家庭 の機能｣
本当に 実行す る の は難し い ｡
睡眠, 朝 ご飯, 家族, 家庭 の大切さが改めて 分か っ た｡
自分の 生活を振り返る ことが で き て よか っ た｡
1
2時間目 ｢快適な生活空間の工 夫一室内の 空気調節-｣
家族の こ とも考え よ うと思 っ た｡
快適な空間づく りを, 自分 の部屋で して みた い と思 っ た｡
どん な空間が住みやす い かを , 今 日の 授業で じ っ く り考えら
れ た｡
3時間目 ｢快適な生活空間の 工夫一室内の空気調節､ 室内の 整備- ｣
自分 の 生活に関係がある ことだ っ たか ら, 授業をし て い て 楽
しか っ た｡ 今 日や っ た こ とを , こ れ か ら の 日常生活で使 っ て
い きた い ｡
今ま で普通に過 ごし て い た環境も, 工夫次第で かわるんだと
思 っ た｡
日常的で役に立 っ こ とが い っ ぱ い あ っ て , 試 した い ｡
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<授業の 進め方に関するこ と >
ワ ー ク シ ー ト が よ か っ た｡
ち ょ っ と授業が速か っ た｡ も っ と自分の 考
え をまとめる時間が はしか っ た ｡
ク イ ズ形式は, ク ラ ス 全員が授業に参加で
き て , と て もよ い と思う ｡ ま た , 多く の人
の発言を聞く こと で , い ろん な考えが わか
る の で , そ れ も い い と思 っ た ｡
模型を使 っ て の 実験が , と て もわか りやす
か っ た｡
4時間目 ｢快適な生活空間の 工夫一室内の整備-｣
今日はす ごく考える ことが で き て よか っ た｡ おもしろか っ た｡
み ん な の意見を聞く と, 家 で はあまり非常識な行動を し て い
な い なあと思 っ た｡ 昔 を出し て も い い 時間帯や , 対策も結構
ため に な っ た｡
今 日は騒音に つ い て だ っ た が, 人 は 1人 で生き て い るわ け で
はな い の で , 周 り の人 の こ とを考えな ければな らな いと思 っ
た｡
5時間目 ｢ 快適な生活空間に工夫一室内の整備-｣
色 っ て大切なん だなとしみじみ思 っ た. 勉強 に な っ た の で ,
家 で はど ん な工夫がし て ある の か調 べ て み ようか なと思う｡
こ れ から部屋の模様替えをする ｡ 自分の 部屋に は, い ら な い
も の が多 い ｡
す ごくおもしろくて参考に な っ た の で , さ っ そ くや っ て み た
い ｡
6時間目 ｢快適な生活空間の工夫一室内の整備 - ｣
そ うじが こんな に も大事な ことだ とわか っ て , と て もよか っ
た｡
前回の騒音防止の じ ゅ うた ん と, 今回 の掃除の必要性が つ な
が っ て い る の で おも しろ いと思 っ た｡
い る こ と は わか っ て い て も ｢見え な いか ら い い かあ｣ と思 っ
て い た ダ ニ だ が , そ の 繁殖しやすい環境やえさなどを知り ,
あて はまる ことが多か っ たの で , そ う じはと て も大切だと思 っ
た｡
7 ･ 8時間目 ｢快適な生活空間の 工夫一室内の 安全- ｣
今まで お年寄りはな ん で あん な に遅い の かと考えた ことが あ っ
た け ど, そ れ がわか っ た気がする｡ お年寄り に合わせ て あ げ
る ことは大切だと思う ｡
自分の 家は案外工夫が され て い た｡ こ の 授業で , ｢家 の あれ
は, こ の た め に あ っ た の か｣ と気付く こ とが で きた｡
自分だけじ ゃ なく, お年寄りや幼児など の目か ら見た考え方
をもたなき ゃ い けな い なあと実感した｡
9時間目 ｢ 地域の 環境一環境 - の提言-｣
みん な で考えた ア イ デ ィ ア が , 本当 に で きれば い い なと強く
思う｡
い っ も今日 の授業の よ うな ことを考え て い れば , 障害者の方
へ の対応も変わるはずだ｡
身体 に障害を持 っ 人 へ の物 の 工夫が多か っ た けど, 1番 い い
の は, 人が気軽に手助けする ことだと思う｡
10時間目 ｢よりよ い環境をめ ざして｣
バ リ ア フ リ ー は設備だ け で なく ,
``
心
''
も大切だ ｡ や っ て い
ける こ とか らや っ て い きた い ｡
私たちが考え た ことが実際に行われ て い たり, 研究され て い
たりし て び っ く り した｡ で も, バ リ ア フ リ ー 化 を進め るの は,
と て も努力が必要で大変なん だなと思 っ た｡
気付か な いと こ ろ で こ の ようなプ ロ ジ ェ ク ト が進行して い る
と は思わ なか っ た｡ 自分も市民とし て の 自覚をもたねば なら
な い ｡
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い ろ ん な教材が使われ て , おもしろか っ た
し, わ か りやすか っ た ｡
ワ ー ク シ ー ト が あ っ た の で考えやすく, ま
とめやすか っ た｡
部屋の 模様替えを考え て , 絵 をかく の が楽
しか っ た ｡
資料な どがお もしろく て , わ か りやすか っ
た ｡
ビ デオ や実際の もの を見ると, わ かりやす
くて い い ｡
シ ニ ア 体験をする こと に よ っ て , 身体の 不
自由さが実感で き て , 自分 の 家はどうか と
考え させ られ た｡ ま た, こ れ か ら工夫次第
で , で き る こ ともある ことがわか っ た ｡
み ん な で意見を出し合う こと で , と て も い
い考えが たくさ ん 出て きた｡ も っ と も っ と
知り たく な っ た｡
授業がと て もおもしろく て , 時間が早く過
ぎて い る気がする｡
ク ラ ス の 人の 考えが い ろ い ろわかり, 有意
義な時間だ っ た ｡
す ごくため に な っ た ｡ や っ ぱ り実際に活動
して い る人の話 はすご い ｡
用意し て き て もら っ た資料で も, 今 ま で わ
からな い こ とがわか っ て , す っ き りした｡
家庭科に お ける教育課題と学習を通して生徒に つ け た い力
題材終了 一 週間後の 生徒の感想より
家族みん な で助け合えば , 楽 しく , 結構落ち着い て生活で き ると思 う｡
快適 に住まうため に は , 家族だ けじ ゃ なく, 周 り の人な ど, 人と の 関わり合い が大切だと思 っ た｡ - - - ま た, 自
分 の で きる ことは何か考え て い る｡
祖父母の ことも考え て生活するよう に な っ た と思 う｡
1年生の総合的な学習で , い ろ い ろ調 べ たときは, 心 なん て 考えずに , どんな グ ッ ズが ある のか だけを調査 して
い たが, 今回はグ ッ ズ より , そ こ ら の人が声をか けて , 手伝う こ とが大切だと い う ことがわか っ た｡ 何 だか深い
授業で , い ろ い ろと詳しく知る ことが で き て よか っ た ｡
今 は デ ザイ ン 系の仕事が した い と思 っ て い た の で , 普段街を歩い て い て考える ことが多くな っ た｡ そ う い う こ と
を考えられる人に な っ て , い ろん な人 に 自分から声をか けられ る よ う に なりた いな あと思う｡
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図6 以前か ら良くして い た こ と
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地域で 挨拶をする
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お年寄りが好き
乳幼児が好き
高齢者 に 関する話題 へ の 関心
乳幼児 に 関する話題 へ の 関心
家族に 感謝
乳幼児 との 交流また したい か
体 験学習は効果的
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図7 体験学習後よくするように な っ た こ と
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■ そうじ E21危険防止 臼祖父母 に優しく接する等
図8 学習後実践した こ と, して い る こ と
(複数回答)
身が自由な発想で 考えを巡らせ る こ とが で きるも の が よ
い と言える｡
今回の学習内容は , 身近な こと で はあるが , 普段何気
なく過 ごし て きた生活事象に つ い て の こ と で ある の で ,
意外 に教師から伝える知識等が生徒の 最も印象に残 っ た
こ とと評価された｡ そ して さら に , 学習が進む に つ れ て ,
自分 で考える ことも多くなり , 学習内容にお ける基礎や
□ 1項 目実 践 □ 2項 目実 践
Eg3項 目実 践 D 4項 目実 践
図9 生徒 一 人の 実践項目数
基本の知識 ･ 技術 ･ 理解を深めた上で , 生徒は自ら考え
る こと の 楽しさ , 他者等から学ぶ こと の喜 びを感じとれ
るよう に な っ た ｡
毎時間, 生徒の 気持ち に な っ て , わ か りやすく, 楽し
い授業を心が ける こ と に よ っ て , 日常生活 にお ける実践
の意欲が高まる ことがわか っ た｡
住 ま い方 の学習に つ い て も生活経常領域との 融合を は
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家庭科に お ける教育課題と学習を通して生徒に つ け た い力
か る こと に よ っ て , 生徒たち は , も の だけ で なく , 他者
(ひ と) と の かかわ り合い が あ っ て こ そ快適なく らしが
で きる こと に気付 いた こと は, 大 きな成果で あ っ た｡
評価 に つ い て は , 今回は前述の よう に , 選択肢と自由
記述を組み合わせ短時間に回答でき るも の としたが , 坐
徒 の自己評価からも , 教師の 指導の 在り方が読みとれ ,
教師 の観察評価と併せて 活用する こと に よ っ て , 次時 へ
の 指導の仕方に生かせるもの となり, 非常 に効果的で あ っ
た｡
今回は, 住 ま い方 に つ い て の 学習に重点を置い た授業
で あ っ たが , そ こ に入 る導入部分や題材の 終末部分に さ
らに 時間をか けると, 生徒 一 人 一 人 がより い っ そ う の課
題意識を も っ て 取り組めたかもしれな い ｡ 家庭科の授業
時間削減の 中に あ っ て も, 3学年間を視野に入れ た各年
問計画をた て , ｢生徒に つ けた い 力｣ に よ っ て , 焦点を
絞り込んだ時間の 取り方を考える ことも必要で あると思
われた｡
住生活や家庭経営領域とい う生きる基本とも言え る領
域の学習を簡単 に流して しまう の で はなく, し っ か り と
取り組み, 生徒が人間として 成長するため に成果をあ げ
る ことが で きればと考え , 今回 の報告を行 っ た が , 今後
もさら に カ リキ ュ ラ ム や学習内容の検討を行い , 有効な
教材の開発と組み立て をめ ざした い ｡
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